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令和 7 年度 研究活動報告書 

（１） 活動報告 

 

支部名

地区名 
酒田遊佐 市町村 酒田市・遊佐町 

月 日 場 所 活動内容 

5/30 
酒田市総合 

文化センター 

第１回酒田市遊佐町合同学校事務部会 

・今年度の活動計画の提案 

 ・研究テーマと重点、研究組織等についての協議 

6/19 
酒田市総合 

文化センター 

第２回酒田市遊佐町合同学校事務部会並びに第１回酒田遊佐支部全体研

修会 

 ・県理事会、委員会の報告 

 ・活動計画、研究班活動の協議、研究班毎の活動内容の話し合い 

7/17 
酒田市総合 

文化センター 

酒田市教育委員会との研修会 

 ・小中一貫教育推進負担金の取り扱いについて 

 ・会計年度任用職員の期末勤勉手当について 

 ・学校配当予算による図書の購入について 

8/20 
酒田市立 

第三中学校 

第１回主事対象研修会          ［担当：学校間連携班］ 

 ・「学校事務職員のいろは」を使って作成者を招いてのグループ討議 

10/23 庄内総合支庁 

庄内教育事務所・庄内地区学校事務部会共催事務研修会 

・庄内教育事務所所長講話 

・育児休業制度、育児短時間勤務制度についての研修 

・教育事務所所管事項に関する研修（質疑・応答形式） 

・県費負担教職員任用形態ついての研修（グループ討議） 

・酒田市における出勤簿の電子化についての研修 

11/25 
酒田市立 

西荒瀬小学校 

第２回主事対象研修会          ［担当：学校間連携班］ 

 ・パネルディスカッション及びグループ討議 

  「文書受付」と「給与明細等の取り扱い」について 

2/5 
酒田市総合 

文化センター 

第３回酒田市遊佐町合同学校事務部会並びに第２回酒田遊佐支部全体研

修会 

 ・県理事会、委員会の報告 

 ・研究班活動の報告等 

 ・中央研修報告 

年間を

通して 

 

 

 

 

・「学校事務ハンドブック」追録の編集及び発行 

・「ＬＥＴ‘Ｓ ＣＬＩＣＫ」の発行（部員向けのおたより） 

・「事務処理システム」の更新と配信 

・出勤簿の電子化 

・各研究班企画の研修会等の打合せ会議 
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（２）研究のまとめ 

 

 ・共催事務研修会の主担当地区として企画、運営を行った。育児休業制度、育児短時間勤務制度につ

いて、男性育休も含めてはじめてきちんとした説明を受け、少し理解を進めることができた。県費

負担教職員については様々な働き方があり、特に会計年度任用職員については実際に勤務校に該当

者がいない場合も多いので、その情報量をなるべく均等にするため、経験年数や地区、学校規模を

織り交ぜてのグループで話し合いを行った。久しぶりのグループ討議だったが、他校の様子を聞き

ながらお互いに学ぶことができた。 

・主事対象研修会は、昨年の東北大会発表時の助言を得て、庄内町の主事を招いて研修を行った。案

内の時期等が遅くなり、残念ながら１名のみの参加となってしまった。開催時期、案内範囲、内容

等も工夫しながら、今後も継続、進化させていきたい。 

 ・昨年度、酒田市教育委員会とともに出勤簿の電子化を実現することができた。様々な問題・課題に

ついては、継続してアップデートに取り組み、より良いシステムをめざしていきたい。 

 ・新採者等の支援については、マニュアルの作成等、今後も継続してサポート体制の整備を進めてい

きたい。 

 ・来年度以降の研究班体制について４班編成から３班編成に見直しを行った。 

市教委連携班 

・酒田市教育委員会との研修会の持ち方の見直しを行った。教育委員会、事務職員

双方にとって負担軽減、有意義な研修になるように検討していきたい。 

・会計業務（ネットバンキングを含む）に関する諸問題について、今後も教育委員

会と情報を共有し、課題解決に向けて検討していきたい。 

ハンドブック班 

・会議の回数の関係で、メールを活用しながらの編集作業となった。 

・「学校事務ハンドブック」追録 31号の発行。 

・来年度以降は、参考文書、根拠資料の見直しと確認をしていく。 

・酒田市小中学校事務用ファイルサーバーを活用し、「追録」と「全体」のＰＤＦ 

データを掲載することができた。遊佐町・田川地区へはメールで配信した。 

学校間連携班 

・主事対象研修会を２回開催し、先輩事務職員の講話とグループ討議を通して主事 

同士や中学校区外の事務職員との交流を図ることができた。今年度は庄内町の主

事にも参加の呼びかけをした。今後は、田川地区での参加希望者への案内につい

て検討が必要である。工夫をしながら、事務職員同士の繋がりをさらに深めて行

きたい。 

情報提供班 

・「ＬＥＴ‘Ｓ ＣＬＩＣＫ」 №１80～№１87の発行 

・「事務処理システム」の修正・更新と周知 

・出勤簿電子化について、庄内教育事務所との共催研修会で発表した。 

・令和８年電子出勤簿の不具合を修正、仕様の追加を行い周知した。様々な問題・

課題については、引き続きアップデートを続けてより良いシステムにしていきた

い。 

・新規採用者、臨時任用者への桐システム操作支援（個別研修）は継続していきた

い。 

 

 

（３）研究資料及び発行物－名称を記入して下さい－ 

 


